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おまえ、誰よ？　                        辻 真吾（www.tsjshg.info)

• Pythonを使ったデータ解析などを中心にいろいろやってます 

• このStart Python Clubをみんなで主宰しています

プログラミング初心者向け 
Python入門書

アルゴリズムの教科書だけど 
Python力を向上させることを裏目標にして書いた



もくじ兼おわび

• アルゴリズムとは？ 

• 数あてゲームと計算時間 

• グラフを扱うアルゴリズムとデータ構造 

• 最近出版された本の話 

• （おわび）全体的に小難しい話になってしまいましたの
で、アンケートに率直なご意見いただけますと幸いです



アルゴリズムとは？

ある問題を解くための一連の手順

複雑な問題を、簡単な計算とその繰り返しを使って、より速く解く



単純な数あてゲーム

コンピュータが事前に決めた1～16までの数字をあてるゲーム 
ルール：コンピュータは質問にYes/Noで応えてくれる 

どのような戦略が考えられるでしょうか？

戦略1：思い付いた数字をあたるまで言う（しかも言ったことを忘れる）

戦略2：1から順番にあたりがでるまで聞いていく

戦略3：あたりの候補を半分に絞っていく



戦略3：あたりの候補を半分に絞っていく（二分探索）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

9以上ですか？

5以上ですか？ Yes

5 6 7 8

7以上ですか？ No

5 6 6以上ですか？ Yesなら6、Noなら5となり終了

No

1 2 3 4 5 6 7 8



計算時間（問い合わせ回数）

常に4回

1～16(= )までの数を何回であてられたか 
100回試してプロットした図
24

ランダム 1から順番 二分探索

1～16回までだいたい同じ

言ったこと忘れるので、すごい
回数を必要とするときも



選ぶ数字の 
最大値を 

10～100まで 
10刻みで 
変化させた図

二分探索1から順番

O(log2n)O(n)

データの 
数が増えると
アルゴリズム 
の違いが 
効いてくる



ｎを16から2倍ずつ増やしていくと・・・

二分探索
O(log2n)

対数ってなんだっけ？ 

2倍になると1増える 
4倍になると2増える 
8倍になると3増える 

つまり 
倍になると 増える演算 

ここでの を底という

2a a
a



あらためて と を比べてみるとn log2(n)

入力が2倍になると出力も2倍になる と 

入力が2倍になると1増える の違いは圧倒的

O(n)
O(log2n)



標準モジュールbisect

実際のコード 
（C言語の実装が使われるのが普通）

ソートされたリストと1つの値
を引数に、ソートされた状態
が崩れない挿入点が返される



アルゴリズムとデータ構造の切っても切れない関係



アルゴリズムと言えばグラフ（ネットワーク）
グラフはノード（頂点）とエッジ（辺）で表現される

ノード1からスタートして全てのノードをもれなく訪問したい

どのような順番でノードを渡り歩いていったらよいだろうか？



アルゴリズムの大枠

1. いま居るノードを訪問済みとする 
2. 訪問済みでないお隣さんをtodoに登録 
3. todoリストが空っぽなら終了 
4. todoリストのどれかに移動

1→6→11のあと、 
12, 0, 2とあるなかでどこへ行くのか？



たまった仕事をどの順番でやるか？

仕事 仕事 仕事 仕事

キュー：来た順番に仕事を並べる（FIFO: First in, first out）

仕事

仕事

仕事

仕事

スタック：あたらしい依頼を上に積む（FILO: First in, last out）

データの出口 
（先入れ先出し） データの入口

データの入口 
いちばん上に積む

データの出口 
（先入れ後出し）



深さ優先探索（DFS: depth-first search）

todoリストの中身

todoリストの最新が訪問済みへ移動する

次に訪問するべきノードのtodoリストにスタックを使う方法



幅優先探索（BFS: breadth-first search）

todoリストの中身

todoリストの先頭が訪問済みへ移動する

次に訪問するべきノードのtodoリストにキューを使う方法



Pythonのlistを使えばどちらも簡単に実装できる

スタック 
先入れ後出し 

FILO: First in, last out

キュー 
先入れ先出し 

FIFO: First in, first out

この実装にはちょっと問題が・・・



pop()とpop(0)は同じじゃない

1万要素をすべてpopする

末尾からやるより、先頭からやる方が遅い



キューの実装にはdeque（デック）を使う

どちらからpopしてもほとんど同じ実行時間になる 
グラフのアルゴリズムを実装するときデータ構造の知識が必要



どうしてそうなるのか？ 
メモリ空間を覗いてみよう（イメージ図です）

0

Firefox

Visual Studio Code

サイズが固定されたメモリの最小単位（8バイトとします）

Pythonのリスト（Cの配列）

appendのための予備



Pythonによる問題解決のためのアルゴリズム設計技法
• 監訳とやりました 

• わたしのまえがきとサンプルPDFが
gihyo.jpのサイトにあります 

• 基本的なアルゴリズムの紹介だけではな
く、自分でアルゴリズムを設計できること
を目指すための本 

• 結構難しいので入門書のあとがおすすめ 

• 翻訳の塩井さんとは、このStapyで知り合い
ました 

• 3冊プレゼント企画あります！

https://gihyo.jp/book/2020/978-4-297-11686-6



アルゴリズムとデータ
構造が密かなブーム？

• けんちょんこと大槻兼資さんの本 

• 大型書店の一般書で3位って、
売れすぎじゃ・・・ 

• カラーで見やすいイラストも多く
アルゴリズムの入門書としてはお
すすめ 

• サンプルコードはC++ 

• 大槻さんと塩井さんが大学時代の
同期という偶然も

https://twitter.com/kspub_kodansha/status/1318344525341888512



でもほんとはこれを
買って欲しい
• サンプルコードはもちろん
Python！ 

• Githubでコードと演習問題の
解答公開しています 

• github.com/tsjshg/pyalgdata 

• 教科書シリーズの1冊なので、
である調で書かれています 

• なので表紙も地味 

• 類書は多いので、いろいろ探す
とたのしいかも



ご静聴有り難うございました。 
また、今年も大変お世話になりました。また来年
もよろしくお願いいたします。


